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ランクセス、クレフェルド‐ユルディンゲン工場内に 
ホルマリン製造工場を新設 

 

ランクセス株式会社 

 

 基礎化学品事業拡大に 1,800万ユーロを投資 

 2011年末に製造開始予定 

 原料の自社生産による製造工程の最適化とコストの削減 

 

ドイツの特殊化学品メーカーのランクセス（LANXESS）は、クレフェルド‐ユルディンゲン工場内に

ホルマリン製造工場を新設すると発表しました。稼動後は、これまで外部調達していたトリメチロ

ールプロパン（TMP）の原料であるホルマリンを自社生産します。TMP は、家具、建設、自動車分

野などの幅広い製品に使用されている三価アルコールです。 

 

新工場の建設と製造工程の最適化に見込まれる総投資額は約 1,800 万ユーロです。新工場は

今年の第 3 四半期に着工、2011 年末に稼働予定です。このプロジェクトでは製造工場のほか、

約 1,000平方メートルの敷地にホルマリンとその原料であるメタノール用タンクも新設されます。 

 

ドイツを工業地として高く評価 

ホルマリンを自社生産することで、輸送コストの削減とエネルギー効率向上による相乗効果から

大幅な費用便益を得ることができ、トリメチロールプロパンのメーカー兼サプライヤーとして世界市

場におけるポジションの一層の強化を図ります。 

 

ランクセスはドイツを重要な工業生産地と考え、クレフェルド‐ユルディンゲン工場を高く評価して

います。その結果、今回の基礎化学品ビジネスユニットの工場新設地を同拠点に決めました。 

 

基礎化学品ビジネスユニットは、2008 年に主要基礎化学品のクレゾール、「ブルカノックス®

（Vulkanox®
） BHT」、「ブルカノックス BKF」、モノクロロベンゼンについて、レバクーゼン工場の

生産能力を 2010 年第１四半期までに拡大すると発表しています。このプロジェクトには約 3,500

万ユーロを投じており、稼働後は生産能力を最大 60%増強することができます。 

 

ランクセスは、今後もドイツ国内にある製造拠点を強化していく予定です。これは、ドイツ国外の工

場に比べ、例としてクレフェルド‐ユルディンゲン工場が熟練の従業員や優れたインフラを持ち、革

新的な技術と科学を十分に活用できる優れた環境を備えていることが挙げられます。 

 



 
基礎化学品ビジネスユニット以外でも、最近では 1 月 21 日に、ドイツ東部に位置するビターフェ

ルドにおいて膜ろ過技術の新工場建設を発表、着工しました。同拠点の新設には、約 3,000万ユ

ーロの投資が見込まれています。ランクセスは、年内にドイツの複数の拠点に約 1億 5,000万ユ

ーロを投資する予定です。 

 

基礎化学品ビジネスユニットは、アドバンスト中間体部門（2009年第 1～第 3四半期・9カ月累計

売上高：8億 2,700万ユーロ）に属しています。ドイツ（ドルマーゲン、クレフェルド‐ユルディンゲン、

ブルンスビュッテル、レバクーゼン）、中国（リツ陽）、インド（ナグダ）、米国（テキサス州ベイタウン）

に製造拠点を持ち、世界に 1,400 人以上の従業員を擁しています。ドイツではその内の約 1,000

人が従事しています。 
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これは、ドイツ・レバクーゼンで2月2日に発表されたリリースをもとに、ランクセス株式会社が発表

したものです。 

この原文（英語）は、以下のURLにてご参照下さい。 http://www.press.lanxess.com 

 

 

ランクセスについて 

ランクセスは、世界23カ国で事業を展開する大手特殊化学品メーカーです。2008年の総売上は

65億8000万ユーロにのぼり、全世界の従業員数は約 14,600人、世界中に46の拠点を展開して

います。主な事業は、プラスチック、合成ゴム、中間体、特殊化学品の開発、製造とマーケティン

グです。ランクセスについての詳細は同社URLにてご確認下さい。http:// www.lanxess.co.jp 

 

 

本件に関するお問い合わせ先：  

ランクセス株式会社 コーポレートコミュニケーションズ 

佐野 公美 

TEL : 03-5293-8005 FAX : 03-5219-9773 

kumi.sano@lanxess.com 

 
免責について (Forward-Looking Statement)：  

このニュースリリースには、ランクセス経営陣による現在の仮定と今後の予測に基づく記述があります。既知あるいは未知の各

種リスクや不確定性、その他の要素により、本頁に記載された予測と弊社の今後の総合売上高、財務状況、業績の数字が異な

ってくる場合があります。弊社は、ニュースリリースの記載事項を更新、もしくは今後の出来事や進展状況に合わせ、内容を変更

する義務はないものとします。 

 
(2010-00013J) 


